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作成日：西暦 2026年 7月 28日 

研究に関する情報公開文書(オプトアウト) 

 

研究課題名：ディープラーニングを用いた口唇口蓋裂患者における顎裂部骨欠損の自動抽 

出プログラムの開発と検証 

 

本研究は藤田医科大学の医学研究倫理審査委員会で審査され、学長の許可を得て実

施しています。 

 

１．研究の対象 

2016 年～2025 年に藤田医科大学病院歯科口腔外科で口唇口蓋裂に対して顎裂部骨 

移植術を受けられた方。 

 

２．研究目的・方法・研究期間 

研究目的： 

上顎の歯肉の割れ目（顎裂）は前歯の欠損や、顎裂の近くの歯が正常な位置や向きに

生えてこない原因となります。そのため、顎裂部への骨移植術（secondary alveolar 

bone graft : SABG）が行われ、移植した骨で割れ目を塞いで正常な歯並びに近づけ

るようにします。SABGを行うにあたり治療計画立案及び術後評価の観点から顎裂の

容量を計測する必要があります。現在は CT画像を一枚ずつ手動で塗りつぶすことに

より計測を行っています。これを高精度で自動化することにより、作業時間の短縮や

評価者間のばらつきを小さくすることが目的です。 

 

方法： 

藤田医科大学病院で顎裂部骨移植術を行った患者の術前及び術後 CT 画像を匿名化し

た上で、画像解析ソフトウェアに取り込みます。骨欠損部の範囲を手動で塗りつぶ

し、そのデータを AI に学習させ、同じ作業を自動化できるようにします。その後手

動で行ったものと比較し、自動抽出の精度を評価します。 

 

研究期間： 

倫理審査委員会承認日から 2030 年 3 月 31 日まで。 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

情報：2016〜2025年の間に顎裂部骨移植術を行った患者の術前術後の CT 画像、カルテ 

情報（性別、疾患、術式など）。 



2 

 

 

４．外部への試料・情報の提供  

なし。 

 

５．研究組織 

研究機関名：藤田医科大学 

 

研究機関の長： 

学長 岩田仲生 

 

研究責任者：  

藤田医科大学 医学部 歯科・口腔外科学講座 准教授 小林義和 

 

研究分担者： 

藤田医科大学 医学部 歯科・口腔外科学講座 助手 中村大地（情報管理責任者） 

藤田医科大学 医療科学部 放射線学科 講師 辻本正和 

藤田医科大学病院 放射線部 放射線技師 東 浩之 

 

６．除外の申出・お問い合わせ先 

試料・情報が本研究に用いられることについて研究の対象となる方もしくはその代諾者

の方にご了承いただけない場合には、研究対象から除外させていただきます。下記の連絡先

までお申し出ください。その場合でも、お申し出により、研究の対象となる方その他に不利

益が生じることはありません。 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

また、ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範

囲内で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

 

照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

藤田医科大学 医学部 歯科・口腔外科学講座 

担当者：中村大地 

愛知県豊明市沓掛町田楽ヶ窪 1-98 

電話 0562-93-9098(歯科口腔外科医局) 

e-mail: daichi.nakamura@fujita-hu.ac.jp 

 

この研究は、企業等からの資金提供は受けていません。また、この研究に関連する企業と研

究者等との間に、開示すべき利益相反はありません。 


